
パーソナルファイナンス学会 

2012 年度会員総会 議事録 

 

日時：2012年 10月 13日（土）17：20-17：50 

会場：日本大学商学部 2号館 2402教室 

出席者数：出席 36名+委任状 30名＝66名 

定足数（会員数の 1/10）：20名 

配布資料：各委員会活動報告(資料 1)、入会退会者一覧(資料 2) 

 

報告事項 

1． 各委員会活動報告(資料 1) 

坂野総務・財務委員長より資料に基づき本年度の委員会活動報告がなされた。 

① 編集委員会 

1）『2011年年報』（Web版 9月 12日アップロード） 

内容：特別講演 1、 統一論題 3、自由論題 7、シンポジウム 1 

 

② 国際交流・広報委員会 

1）メール版ニューズレター No.15（4/27）No.16（7/10）No.17（9/14）No.18

（10/5） 

2）HPの管理・更新 

 

③ 研究・出版助成委員会 

2012年度研究助成は 4件へ交付することが決まった。 

【個人研究】 

1）佐伯隆博（アコム株式会社） 

「消費者信用業界および各企業の衰退要因と再生への提言  

－ステークホルダーとの関係からの考察－」 

 

【共同研究】 

1）大谷和海（関西大学高等部）、竹本拓治（福井大学）、杉江雅彦（同志社大学名

誉教授） 

「金融経済教育の波及性に関する研究  

－意見決定能力の涵養における教育実践型アプローチ－」 

 

2）マルデワ グジェゴシュ（近畿大学）、井澤裕司（立命館大学） 

「進化計算による最適消費者金融計画の数値解導出手法の開発」 



3）渡部なつ希（札幌大学大学院）、飯田隆雄（札幌大学） 

「パーソナルファイナンスと地域産業活性化のための産業施策 

－北海道のワイン産業振興策と 6次産業化－」 

 

④ 学会賞委員会 

1）学会賞 1件 

『消費金融論研究』（クレス、2011年） 

川波洋一（九州大学）、前田真一郎（名城大学）編著 

 

2）奨励賞 1件 

「ヤミ金の被害についての簡潔な報告」（早稲田大学クレジットビジネス研究所 

Working PaperIRCB12-002 2012年 3月） 

堂下 浩（東京情報大学） 

 

⑤ 部会報告 

西部部会  

日 時：2012年 4月 16日（土）13：00-15：00 

会 場：京都タワーホテル 9Ｆ「白水の間」 

報 告（1）徐彰秀（株式会社東和） 

テーマ「韓国におけるパーソナルファイナンスの現状と展望」 

報 告（2）伊東眞一（大阪商業大学） 

テーマ「自殺と多重債務の関係について」 

  

 

審議事項 

1. 会員の入退会（資料 2） 

資料 2に基づき、個人会員 1名、大学院生会員 2名、準個人会員 1名、賛助会員 2社の

申請があったとの報告がなされ、全会一致で入会が承認された。 

続いて、退会申請のあった個人会員 8名、特別賛助会員 1社、ご逝去により 2名、会費

長期未納による自然退会者 4名が報告され、全会一致で退会が承認された。 

承認により会員数は、個人会員 195名、準個人会員 13名、賛助会員 4社となった。 

 

2. 次期全国大会について 

例年、会員総会で次期開催校を発表しているが、現段階では、候補は 2-3校挙がってい

るが、決定には至っていないとの報告がなされ、理事会で決定次第、告知することが提

案され、全会一致で承認された。 



＊次期開催校については、2013 年 10 月 12 日-13 日に関西学院大学（春井久志実行委

員長）で決定がなされた。 

 

3. その他 

なし 

 

学会賞表彰式 

 西村吉正会長に代わって、杉江雅彦副会長より、学会賞受賞者の前田真一郎氏、奨励賞

受賞者の堂下浩氏へ表彰状と記念品が授与された。 

 続いて、前田氏より受賞の言葉として、まずお礼が述べられ、受賞作品について説明が

なされた。共著者の人数、研究に費やされた年数、また消費者金融自体が日本におけるこ

の分野のイノベーションだと思っており、創業者の方々へのインタビューを収めてできる

だけ残るように執筆したつもりであるとの説明がなされた。また、内容はベーシックで硬

い本であるが、後世に残るよう執筆したつもりであるので、大学や図書館に残していただ

ければと思うとの希望が述べられた。 

 堂下氏より、受賞の言葉としてお礼が述べられ、論文執筆への経緯が述べられた。当初、

単行本として出版する予定であったものを半分として早稲田大学プロジェクト研究所より

ワーキングぺーパーとして発表されたとの説明がなされ、あらためて受賞の感謝が述べら

れた。 

 

理事選挙 

 坂野総務・財務委員より投票について、10 名連記で投票用紙は切り離し無効であること

が説明された。会員より、大学院生に被選挙権があるか質問がなされ、制度的には問題が

ないとの回答がなされたあと、投票がなされた。 

以上 

 


